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看護教員が診療援助技術の指導に用いているオノマトペの実態を明らかにする目的で，同意が得られた 332名の看護

教員を対象に，診療援助技術の要素行動（30項目）について具体的なイメージを想起させるオノマトペを回答する質

問紙調査を実施した。診療援助技術の指導では，すばやく，静かにものごとを行うさまを表す「すっ（すーっ）」や，注

意深く動いたり扱ったりするさまを表す「そっ（そーっ）」が多く用いられていた。診療援助技術の指導は，安楽性や正

確性，安全性を重視しイメージができるようなオノマトペを用いて指導を行っていると考えられた。

研究報告

要　旨
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1．緒　言

看護基礎教育における看護技術は，学内演習という授

業形態により展開されていることが多く，学習者に看護技

術の動作を見せるために，教員が演示（デモンストレー

ション）をして指導する方法がよく用いられている。教員

による演示は，視覚的指導であり学習者の学習意欲を刺

激するが，黙って動作を見せるのみでは効果は少なく，指

導内容を容易に伝達することのできる言語的指導（以下，

指導言語という）を用いてこそ，効果的な演示といえる。

指導言語は，教員と学習者間に行われる相互作用であ

り，看護技術の演示や指導をより効果的にするためには，

学習者が動作のイメージを鮮明に描くことができる言語

表現を用いることが重要であり，看護以外の分野では動

きとイメージを結びつける言葉としてオノマトペが使用さ

れることが多い 1）。

オノマトペは，古代ギリシア語オノマトポイーア

（onomatopoiia）を語源とした擬音語・擬態語の総称であ

り，日常の言語生活の様々な場面において多用されてい

る。例えば，「硬く，水滴が落ちない程度に強く雑巾を絞

る」様子を，「ぎゅっと強く雑巾を絞る」のようにかなり

強く力を入れてしぼりあげるさまを表すオノマトペ「ぎゅっ」

を用いることで，その様子や状態を言葉で説明するより

も端的に伝え，様子をイメージし易いように伝えることが

できることからも日常的に用いられている。擬音語や擬

態語は再認識率が高く，生き生きしたイメージの評定も

高く，感覚や心情に響き，情動を喚起させる語であり 2），

オノマトペを用いることで話し手と利き手が同じイメージ

を持つことを可能にし，言葉を多く用いて説明するよりも

印象に残ると考えられる。運動・スポーツ領域では，ス

ポーツの複雑な動作や微妙なニュアンスを伝える手段と

してオノマトペを用いており 3），運動のコツを表現する際

にオノマトペが用いられており，スポーツオノマトペは運

動者の運動技能の学習と遂行に向いていることから，指

導の際にも効果的な教示法として活用されている 4）。こ

のように，オノマトペは，技能や技術の指導に有効であ

ると考えられている。さらに，看護基礎教育におけるオノ

マトペについて大津は，寝衣交換技術の演示時にオノマ

トペを用いることにより，学習効果が高まり，オノマトペ

には感覚的な印象を表し，複雑な内容や微妙なニュアン

スも自由表現でき，動作表現の機能があることから，視

覚的情報を補完する指導言語としてオノマトペを用いた

指導言語の教示は有効であると述べている 5）。

看護技術は，一般的に生活援助技術と診療援助技術

に区分され，診療援助技術は，看護技術の中でも患者に

対し身体侵襲を伴う技術を含み，巧緻性の高い技術と考

えられている。そのため，診療援助技術は，解剖生理や

病態を学習した上でその技術の根拠を理解し手技を習得

する必要があり，これらのことを踏まえた指導がもとめら

れている。また，身体侵襲を伴う技術として，感染対策

を含む安全対策への配慮が欠かせない看護技術でもあ

る。基礎看護教育における診療援助技術の指導はこのよ

うな安全面への配慮とともに手先の繊細な動きや無駄の

ない動きを含めた技術指導が必要となる。そこで，本論

文では，診療援助の指導に有効なオノマトペを抽出する

ために，分析・検討を行ったので報告する。

2．研究目的

看護教員が診療援助技術の指導に用いているオノマト

ペの実態を明らかにし，診療援助技術の指導に有効なオ

ノマトペについて検討する。

3．用語の定義

オノマトペ：擬音語，擬声語，擬態語の総称

診療援助技術： 治療，検査など診療に必要な看護技

術のこと。

　　　　　　　 傷病者の援助，感染予防技術，採血，

与薬，酸素投与，吸痰，経管栄養法，

導尿，浣腸，バイタルサイン測定など

の看護技術をさす。

要 素 行 動： 援助の一連の流れの中で物事を成り

立たせている行動
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4．研究方法

1）研究対象

全国の看護系大学および看護専門学校より，無作為に

抽出した 717校において看護技術を指導・教育している

1434名を対象とした。

2）調査期間

令和 2年 11月～令和 3年 1月

3）データ収集方法

調査は，研究者間で作成した無記名自記式質問紙を

用いて実施し，調査用紙の配布・回収は，個人情報保

護契約を取り交わしたアンケート調査会社（バルク）へ

委託した。

調査用紙の構成は，対象者の基本属性として，教員の

年齢，性別，所属機関，看護教員経験年数の項目を設

定した。講義や演習の場面で，技術指導や手技の説明

をする際に用いているオノマトペについて回答を得るた

めに，診療援助技術の要素行動を調査項目とした。診療

援助技術の要素行動は，演示する際に学生に対して視覚

的情報を補完する必要性がある動作について，看護基礎

教育で一般的に使用されている『基礎看護技術』 6）『新

体系看護学全書　基礎看護学②基礎看護技術』 7）等複

数の看護技術のテキストを参考に研究者間で精査し，30

項目を抽出した。抽出した要素行動について，学生がイ

メージしにくいであろう動作に下線をつけ，その動作を

学生に指導する場合に，どのようなオノマトペを用いてい

るかについて調査した。さらに，看護系大学で基礎看護

技術を担当している教員 3名に依頼しプレテストを行い，

内容妥当性の確認と，質問紙全体の構成の確認を行った。

4）分析方法

基本属性の単純集計と診療援助技術の要素行動 30

項目の指導に用いているオノマトペについて，SPSS Text 

Analytics for Surveys Ver.4を用いて分析し，抽出したオ

ノマトペは，『オノマトペ辞典』 8）で類語を整理した。

5）倫理的配慮

調査対象者には，調査依頼文書に研究目的，方法，調

査への参加は自由意志であること，調査用紙は匿名性を

保証すること，学会等での結果の公表について記載し，

返信をもって調査に同意を得ることとした。本研究は，鈴

鹿医療科学大学研究倫理審査委員会の承認（承認番

号：443）を得て実施した。

5．結　果

1）対象者の属性

質問紙は 1434部配布し 332部を回収した（回収率

23.2％）。有効回答 332部を分析対象とした。属性の結

果は表 1に示した。対象者の平均年齢は 48.0歳（SD 

7.5），教員経験年数の平均は 11.0年（SD 7.5）であった。

2）診療援助技術の指導に用いられるオノマトペ

診療援助技術の指導時にオノマトペを用いた指導経験

は，「ある」78.9％，「ない」6.3％，「わからない」9.3％，

無回答 5.4％であった。

診療援助技術の要素行動 30項目全体で，教員が指導

に用いているオノマトペは 279種類，総数 4941語であり，

用いられているオノマトペは，「すっ（以下，「すーっ」を

含む）」793語，「そっ（以下，「そーっ」を含む）」692

語，「ぴったり」445語，「しっかり」331語，「ゆっくり」

299語などが多かった。上位 10語を図 1に示す。

教員が何らかのオノマトペを用いて指導している要素

行動についてみてみると，【3 皮膚からテープをはがす】

を指導する際にオノマトペを用いている教員は 246人

（74.1％）と最も多く，「そっ」「ゆっくり」「そろそろ」な

どが用いられていた。次に，【8 刺入部に消毒用アルコー
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ル綿を軽くあて，針をそのままの角度で抜く】には，214

人（64.5％）の教員がオノマトペを用いて指導しており，

「すっ」「さっ」「とっ」などが用いられていた。続いて，

【25 体温測定は，体温計を腋窩に挿入し腋窩を密着させ

る】212人（63.9％），「ぴったり」「しっかり」「ぎゅっ」

が用いられていた。診療援助技術の要素行動にオノマト

ペを用いる教員数と用いられるオノマトペ上位 3語を表

2に示した。

6．考　察

1）診療援助技術の指導に用いられるオノマトペ

診療援助技術の指導において，多くのオノマトペが用

いられていた。中でも，すばやく静かにものごとを行うさ

ま 9）「すっ」，注意深く静かに行動するさま 10）「そっ」が

多く，診療援助技術の指導では，相手に気づかれないよ

うに行動するさまを表すオノマトペが多く用いられている

ことが明らかとなった。このことは，患者にとって診療援

助技術は治療行為を含め非日常の行為であり，援助に対

し不安や恐怖を感じることも多く，看護師は患者の不安

や恐怖を少しでも軽減し，安全で安楽な援助を提供する

必要があることから，対象者に気づかれないように静か

に動作をするさまを表す「すっ」や「そっ」が多く用い

られていると考えられる。また，「すっ」や「そっ」は，

「っ」で終わる促音で音や動作・状況などがあるところで

瞬間的な区切りが付く11）ということを表現し，ある一定

の動作を継続してもその動作を瞬時に切り上げる様子を

表し，すばやさを表している。つまり，診療援助技術の

指導では相手に気づかれず，注意深く速やかに行うこと

をイメージしたこれらのオノマトペが用いられていると考

えられた。

図 1　診療援助技術の指導に用いられているオノマトペ
本研究において回答のあった全オノマトペの上位 10位までを示した図である。縦軸は総数を示している。

表 1　属性

ேᩘ 㸦㸣㸧
ᖺ௦ 20௦ 1 (0.3)

30௦ 41 (12.3)
40௦ 131 (39.5)
50௦ 128 (38.6)
60௦ 19 (5.7)
↓ᅇ⟅ 12 (3.6)

ᛶู ⏨ᛶ 11 (3.3)
ዪᛶ 314 (94.6)
↓ᅇ⟅ 7 (2.1)

ᡤᒓᶵ㛵 ᑓ㛛Ꮫᰯ 214 (64.5)
▷ᮇ኱Ꮫ 8 (2.4)
┳ㆤ⣔኱Ꮫ 103 (31.0)
↓ᅇ⟅ 7 (2.1)

ᩍဨ⤒㦂ᖺᩘ 1ᖺᮍ‶ 4 (1.2)
1㹼5ᖺᮍ‶ 73 (22.0)
5㹼10ᖺᮍ‶ 75 (22.6)
10㹼15ᖺᮍ‶ 70 (21.1)
15㹼20ᖺᮍ‶ 47 (14.2)
20ᖺ௨ୖ 53 (15.9)
↓ᅇ⟅ 10 (3.0)

n=332
ᒓᛶ

記述統計の結果である。 
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また，「ぴったり」や「しっかり」も多く用いられてい

る。「ぴったり」は，すきまなくくっつき合うさまを表し 12），

「しっかり」は，安定している様子や気持ちや意識が強く

確かで堅実で信用がおけるさまを表す 13）。診療援助技術

では，身体侵襲を与える技術も多く，ひとつひとつの動

作を確かなものとして行動しなくてはならず，その確実な

さまを「ぴったり」や「しっかり」といったオノマトペを

用いて表現していると考えられた。

表 2　オノマトペを用いて指導している教員数と用いているオノマトペ（診療援助技術）

n=332

┠㡯ྕ␒ ᩍဨᩘ㸦㸣㸧

3 ⓶⭵ࠋࡍࡀࡣࢆࣉ࣮ࢸࡽ࠿ 246(74.1) (45.4)ࡗࡑ (9.3)ࡾࡃࡗࡺ (2.1)ࢁࡑࢁࡑ

8 ่ධ㒊࡟ᾘẘ⏝ࢆ⥥࣮ࣝࢥࣝ࢔㍍ࠊ࡚࠶ࡃ㔪ࡢࡲࡲࡢࡑࢆゅᗘ࡛ᢤࠋࡃ 214(64.5) (42.1)ࡗࡍ (11.1)ࡗࡉ (4.5)ࡗ࡜

25 య  ᐃࠊࡣయ ィ࡟❐⭆ࢆᤄධࢆ❐⭆ࡋᐦ╔ࠋࡿࡏࡉ 212(63.9) (52.4)ࡾࡓࡗࡨ (4.2)ࡾ࠿ࡗࡋ (3.9)ࡗࡹࡂ

1 ୧ᡭࠊࡳ⤌ࢆᣦ࡜ᣦࡢ࡜㛫࡚ࡏࢃྜࡾ᧿ࢆὙࠋ࠺ 205(61.7) (34.6)ࢩࢦࢩࢦ (9.9)ࡾࡍࡾࡍ (5.12)ࡾ࠿ࡗࡋ

19 ᾃ⭠ᾮὀධᚋࢆ࣮ࣃ࣮࣌ࢺࢵࣞ࢖ࢺࠊ⫠㛛࿘㎶ࢆࣝࢸ࣮ࢸ࢝ࠊ࡚࡚࠶࡟ᢤࠋࡃ 193(58.1) (26.8)ࡗࡍ (11.7)ࡗࡑ (9.0)ࡗࡉ

28 ฼ࡁᡭ࡛㏦Ẽ⌫ࢆ᧯స୍ࠊࡋᐃ࡟ࢺࢵ࢙ࢩ࣐࡛࣒ࣥࢬࣜࡢ㏦Ẽࠋࡿࡍ 184(55.4) (29.8)ࡹࡋࡗࡹࡋ (8.4)ࡹࡋ (4.2)ࡱࡹࡋࡱࡹࡋ

6 ὀᑕ㒊఩ࢆᾘẘ⏝ࠊ࡛⥥࣮ࣝࢥࣝ࢔୰ᚰࡽ࠿እഃ࡟෇ࢆᥥ࡟࠺ࡼࡃᾘẘࠋࡿࡍ 183(55.1) (33.7)ࡿࡃࡿࡃ (8.1)ࡿࡄࡿࡄ (4.5)ࡾ࠿ࡗࡋ

4 ᡭ⿄ࡢࣥ࢘࢞ࢆᡭ㤳㒊ศࢆそ࡟࠺ࡼ࠺⿦╔ࠋࡿࡍ 179(53.9) (28.3)ࡾࡓࡗࡨ (10.8)ࡾ࠿ࡗࡋ (2.1)ࡾࡕࡗࡨ

23 ᢤ㔪ࡿࡍ᫬่ࢆ⥥࣮ࣝࢥࣝ࢔࡟ධ㒊఩࡟ᙜ࡚ࠊᢤ㔪ࠋࡿࡍ 178(53.6) (29.5)ࡗࡍ (14.2)ࡗࡉ (5.1)ࡗࡑ

2 ࠋࡍࢁ㝆ࢆ⪅യ⑓࡟ᅗ࡛ᢸᯫྜࡢࢲ࣮ࣜ 176(53.0) (35.2)ࡗࡑ (6.0)ࡾࡃࡗࡺ (3.0)ࡗࡉ

9 ὀᑕ㔪ࢆ⁐ゎᾮ࣒ࢦࡢࣝ࢔࢖ࣂᰦ࡟ᆶ┤ࠋࡿࡍ่✸࡟ 175(52.7) (13.2)ࡗࡍ (9.3)ࡗࡍࡪ (8.1)ࡄࡍࡗࡲ

24 ᢤ㔪ᚋ่ࠊࡣධ㒊఩࡟ᡭᤸࢆᙜ࡚࣐ࠋࡿࡍࢪ࣮ࢧࢵ 173(52.1) (17.8)ࡳࡶࡳࡶ (9.0)ࡿࡃࡿࡃ (5.1)ࡴࡶ

12 ྾ᘬ࢝ࢆࣝࢸ࣮ࢸᅇ㌿ࡽࡀ࡞ࡏࡉ྾ᘬࠋࡿࡍ 165(49.7) (19.2)ࡿࡃࡿࡃ (6.3)ࡿࡎࡿࡎ (2.7)ࡾࡃࡗࡺ

5 ᥇⾑࡛ࡢ⊫ୖࠊࡣෆഃ࡚ࡋ࡟ୖࢆ⫝ᯖ࡟ୖࡢ㍕ࠊࡏ᥇⾑㒊఩ࢆఙᒎࠋࡿࡏࡉ 163(49.1) (12.9)ࢇ࣮ࡨ (10.5)ࢇࡨ (9.0)ࡾ࠿ࡗࡋ

21 ὀᑕࢆᐇ᪋ࡿࡍ᫬ࠊࡣ࡟㐺ษ่࡞ධ㒊఩ࢆ᥈ࠊࡋ㔪ࠋࡿࡍ่✸ࢆ 163(49.1) (29.8)ࡗࡍ (4.8)ࡗࡉ (4.2)ࡗࡃࡕ

29 ⾑ᅽ ᐃ࡛ࠊࡣ㸯⛊㛫࡟㸰PP+J୍ࡢᐃࢆࢫ࣮࣌ࡢಖࡽࡀ࡞ࡕῶᅽࠋࡿࡍ 162(48.8) (12.0)ࡗࡍ (9.9)ࡾࡃࡗࡺ (7.2)ࢇ࡜ࢇ࡜

10 㓟⣲࣎ࣥ࣋ࢆࣈࣝࣂࡢ㛤ࠋࡿࡅ 160(48.2) (6.3)ࡗࡹࡂ (6.0)ࡗࡹࡁ (4.8)ࡗࡹࡋ

30 ⫈デჾࡢ⭷㠃ࠊࢆ㍍ࡃ㊧ࡃࡘࡀ⛬ᗘࡢᅽ࡛ୖ⭎ື⬦࡟ᙜ࡚ࠋࡿ 160(48.2) (31.3)ࡾࡓࡗࡨ (5.7)ࡗࡑ (4.5)ࡾ࠿ࡗࡋ

13 㰯⭍ࡽ࠿ဗ㢌ࡢ⏕⌮ⓗ‴᭤ࠊ࡚ࡗࡑ࡟⤒⟶ᰤ㣴ࢆࣈ࣮ࣗࢳᤄධࠋࡿࡍ 153(46.1) (14.1)ࡗࡍ (11.1)ࡗࡑ (5.1)ࡾࡃࡗࡺ

18 ᾃ⭠࡛ྑࠊࡣᡭ࡛࢝ࢆࣝࢸ࣮ࢸᣢࡕᝈ⪅ཱྀ࡟࿧྾ࢆࣝࢸ࣮ࢸ࢝ࠊࡋಁࢆᤄධࠋࡿࡍ 153(46.1) (17.7)ࡗࡍ (11.1)ࡗࡑ (8.7)ࡾࡃࡗࡺ

16 ᑟᒀ࡛ࡣᝈ⪅࡟ኌࠊࡽ࠿࡚ࡅ࠿ࢆᝈ⪅ࡢ㝜㒊࡛ࢮ࣮࢞ࢆᣔࠋࡿ࡜ࡁ 149(44.9) (18.6)ࡗࡑ (8.1)ࡗࡉ (4.8)ࡗࡍ

14 ⤒⟶ᰤ㣴ἲ࡛ࠊࡣὀᑕჾ࡛ⓑࠋࡴ㎸ࡋὶࢆ๣㣴ᰤࡢෆࣈ࣮ࣗࢳࠊࡋධὀࢆ‮ 146(44.0) (7.8)ࡗࡍ (6.0)ࡗࡉ (4.8ࡾࡃࡗࡺ

7 ᢠจᅛ๣ධࡢࡾ᥇⾑⟶࡛᥇⾑ᚋࠊࡣ㸳ᅇ⛬ᗘ㌿ಽΰ࿴ࠋࡿࡍ 144(43.4) (9.9)ࡾࡃࡗࡺ (5.7)ࡿࡃࡿࡃ (4.2)ࡗࡑ

22 ὀᑕ㔪่ࢆධ㒊఩ࠊࡋ่✸࡟฼ࡁᡭ࡛࠸࡞᪉ࡢᡭ࡛ෆ⟄ࢆᢲࠊࡋ⸆ᾮࢆὀධࠋࡿࡍ 138(41.6) (12.7)ࡾࡃࡗࡺ (8.7)ࡗࡍ (6.6)ࡗࡑ

26 ⬦ᢿ ᐃࠊࡣ♧ᣦࠊ୰ᣦࠊ⸆ᣦ࡟⬦ືࢆᙜ࡚ࠊ㍍ࡃᅽ㏕࡚ࡋ ᐃࠋࡿࡍ 135(40.7) (14.8)ࡗࡑ (11.4)ࡾࡓࡗࡨ (3.3)ࡾ࠿ࡗࡋ

27 ⾑ᅽ ᐃୖࢆࢺࢵ࢙ࢩ࣐ࣥࠊࡣ⭎࿘ᅖ࡟ᕳࠋࡃ 135(40.7) (8.4)ࡗࡿࡃ (6.6)ࡗࡿࡄ (6.0)ࡾ࠿ࡗࡋ

17 ⏨ᛶࡢᑟᒀ࡛ࢮ࣮࢞ࠊࡣ㝜ⱼࢆໟࡳ♧ᣦ࡜ᢺᣦ࡛ໟ⓶ࠊࡆࡉࢆ㝜ⱼࢆᢕᣢࠋࡿࡍ 130(39.2) (12.6)ࡗࡑ (11.7)ࡾ࠿ࡗࡋ (3.6)ࡗࡄ

20 ὀᑕࡢ‽ഛ࡛ࠊࡣὀᑕჾෆࡢ✵Ẽࢆฟࠊࡋὀᑕ㔪ࡢඛ➃࡛ࡲ⸆ᾮࠋࡍࡓ‶ࢆ 125(37.7) (5.7)ࡗࡍ (4.8)ࡗࡑ (3.9)ࢇ࡜ࢇ࡜

15 ዪᛶࡢᑟᒀࠊࡣᑠ㝜၁ࡢᕥྑࡢෆഃࡽ࠿ୖࢆୗ࡜࡬ᾘẘࠋࡿࡍ 124(37.3) (11.7)ࡗࡍ (7.8)ࡗࡑ (5.1)ࡗࡉ

11 ᅽຊㄪᩚ௜ࡁὶ㔞ィࡾྲྀࡢ௜ࠊࡣࡅᗋ࡟ᑐ࡚ࡋᆶ┤ࡾྲྀ࡟࠺ࡼࡿ࡞࡟௜ࠋࡿࡅ 121(36.4) (12.6)ࡾ࠿ࡗࡋ (4.2)ࡾࡓࡗࡨ (3.3)ࢵࢳ࢝

㸦㸣㸧࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡿ࠸࡚࠸⏝

回答数の多い順に項目を並べている。教員数は，指導に用いるオノマトペを回答した教員数を示し，（　）内は総数（n＝ 332）を分母とした割合を示
している。用いているオノマトペは，回答の多かった順に上位 3語を示した。（　）内は，その項目に回答した教員数を分母とした割合を示している。
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2） 診療援助技術の要素行動を指導する際に用
いられているオノマトペ

看護技術の指導をする際，教員の演示では動作を示し

ながらその動作の説明を同時に行う。診療援助技術はひ

とつひとつの動作（要素行動）の組み合わせで構成され，

それらの動作が一連の行動として示されるため動作を止

めずに演じることが多い。そのため，多くの言葉を並べ

て説明するよりもオノマトペを用い一言で伝えることで，動

作と説明のタイミングが一致し，学習者の理解を促すこ

とができると考える。そのため，「すきまができないよう

に腋窩を密着させる」さまを「ぴったりと腋窩を密着させ

る」と端的に指導することで，学生が動作や状態をイメー

ジし易くしていると考えられる。同様に，「そっとテープを

はがす」と表現することで，皮膚に負担をかけないよう

に注意深く行動することや気づかれないように行動するイ

メージを伝え，テープをはがす速度や，痛みへの配慮を

伝えようとしているのではないかと考えた。また，針の抜

針は穿刺角度と同じ角度で針を抜くことで痛みや他の組

織への侵襲を予防し，安全に行うことができる。素早く，

静かに，物事が進行または変化するさまを「すっ」を用

いて，抜針の動作には素早さをイメージしていると考えら

れた。看護技術の指導では，具体的な部位の指差し確

認や解説によって非言語的な情報を用いて学習者に伝え，

比喩や例示といった説明を加えることによって，「やって

見せること」と「言って聞かせること」とを意図的に同時

に行うことで学習効果が得られる 14）。また，教員のデモ

ンストレーションは，言葉による説明では理解し難い技術

を演じることによりイメージ化させ，学生の理解を助け技

術習得に効果があり 15），学生は教員の演じるデモンスト

レーションを見学することにより，立体的に臨場感を感じ

ながら看護ケアの実際を学び，初めて学習する技術のス

ムーズな行動や手技を確認することができる 16）と考えら

れている。しかし，視覚による情報だけでは詳細な力の

加減やその動作に込められた配慮を伝えることが難しい。

特に，診療援助技術は，学生にとっても非日常の援助行

為であり，手技をイメージすることさえも難しい。そこで，

オノマトペを用いることで，微妙な力加減やスピードなど

を伝えることを可能にしていると推察できた。

専門職として求められる技術のレベルは，自然に自分

の身体が動くようになる「自動化」への段階，つまり技

術が身についている暗黙知の修得でなければならず，そ

のような技術を習得する第一段階は模倣であり，そのた

めに教員はデモンストレーションを活用し良い見本を見

せることが求められる 17）と言われているが，初学者にとっ

てイメージすることの難しい診療援助技術では，そのデ

モンストレーションに用いられる言語により視覚が補完さ

れ，理解を促すと考える。さらに，オノマトペには印象

や記憶に残りやすいことからも，技術学習における学生

の学びを補助していると考えられる。

7．研究の限界と今後の課題

本論文は，診療援助技術の指導時に用いているオノマ

トペに焦点をあて，その実態を調査したものであるが，回

収率が低かったことから，看護教員が使用しているオノ

マトペの実態を十分に把握できたとは言い難い。また，属

性との関連についての結果が得られておらず，今後の課

題と考える。看護技術の教育は，対象者の反応を見なが

ら教授することが求められており，教員の指導言語を学

生が理解できることが必要である。したがって，教員の

イメージと学生のイメージが共有できるオノマトペについ

て検討することが今後の課題である。

8．結　論

 1） 診療援助技術の指導では，安楽性や正確性，安全

性を重視しイメージができるようなオノマトペが用い

られていた。

 2） 診療援助技術の指導には，何らかのオノマトペが用

いられており貼付したテープをはがす動作には

「そっ」，抜針動作には「すっ」，腋窩を密着させる

動作には「ぴったり」を用いている教員が多かった。
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The purpose of this study is to clarify an actual status of the use of onomatopoeia when nursing teachers give guidance in 

medical assistance skills. A questionnaire survey was conducted with the participation of 332 nursing teachers who consented 

to the survey. 

The subjects were asked to identify onomatopoeic words which remind them of concrete images for each of the elemental 

activities (30 items) related to medical assistance skills. 

The result showed that in providing guidance in medical assistance skills, expressions such as “suh or suuh,”�ZKLFK�VLJQL¿HV�

the state of doing something quickly and quietly, or “soh or sooh,” which denotes the state of moving or handling something 

carefully. The survey suggests that in giving guidance in medical assistance skills, onomatopoeic words are used to help evoke 

the images of comfort, precision and safety, emphasizing the importance of them.

Onomatopoeia Being Used in Giving Guidance in Nursing Skills
―With the Focus on Giving Guidance in Medical Assistance Skills―

Akiko HAYASHI1), Yoshiko NAGATA1), Hiroko OTSU2)

1) Faculty of Nursing, Suzuka University of Medical Science

2) Suzuka University of Medical Science

Key words: guidance in nursing skills, medical assistance skills， onomatopoeia
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